　　
	
	愛知県
	東京都

	条例名
	愛知県青少年保護育成条例
	特定異性接客営業等の規制に関する条例（公安委員会・新設）

	施行
	平成27年7月1日施行（平成27年3月一部改正）
	平成29年7月1日施行（平成29年3月31日公布）

	条例の目的
	青少年(18歳未満の者)の健全な育成を阻害するおそれのある行為を防止し、もって青少年を保護し、その健全な育成に寄与すること
	特定異性接客営業及び特定衣類着用飲食店営業について必要な規制を行うとともに、青少年(18歳未満の者)の健全育成を阻害する行為及び青少年を被害者とする犯罪を防止すること

	
	営業形態


	以下のものを「有害役務営業」と定義（第４条第５項）
店舗型有害役務営業（第４条第６号）
イ　喫茶店、バーその他設備を設けて客に飲食をさせる営業で、客に接する役務を行う者に、客の性的好奇心をそそる、水着、制服等を着用した姿態又は着衣内の下着を客が見ることができるような姿態をさせるもの〈例:ガールズ居酒屋、ガールズバー、喫茶〉
ロ　個室を設け、当該個室において専ら異性の客に対し接触する役務を提供する営業〈例:リフレ〉
ハ　店舗を設けて、客の性的好奇心をそそる、水着、制服等を着用した人の姿態又は着衣内の下着を客が見ることができるような人の姿態を客に見せる役務を提供する営業〈例:見学クラブ、撮影〉
ニ　店舗を設けて、営業に従事する者を専ら異性の客に同伴させて客に遊興をさせる営業〈例:コミュニケーションルーム、散歩〉
　
無店舗型有害役務営業（第４条第７号）
イ　人の住居又は人の宿泊の用に供する施設において専ら異性の客に対し接触する役務を提供する営業で、当該役務を行う者を、その客の依頼を受けて派遣することにより営むもの〈例:リフレ〉　　　　　　　　　　　　　
ロ　客の性的好奇心をそそる、水着、制服等を着用した人の姿態又は着衣内の下着を客が見ることができるような人の姿態を客に見せる役務を提供する営業で、当該役務を行う者を、その客の依頼を受けて派遣することにより営むもの〈例:撮影〉
ハ　営業に従事する者を専ら異性の客に同伴させて客に遊興をさせる営業で、当該同伴をさせる者を、その客の依頼を受けて派遣することにより営むもの〈例:散歩〉　　　　　　　　　　 
	特定異性接客営業
次のいずれかに掲げる営業であって、青少年が接客することを明示・連想させるものとして公安委員会で定める文字、数字等を用いるもの又は衣服を着用するもので、青少年に関する性的好奇心をそそるおそれがあるもの。
店舗型特定異性接客営業（第2条第3号）
イ　専ら異性の客に接触し、又は接触させる役務を提供する営業（例:リフレ）
ロ　専ら客に異性の人の姿態を見せる役務を提供する営業(例:見学･撮影･作業所)
ハ　専ら異性の客の接待をする役務を提供する営業（例:コミュ）
ニ　喫茶店、バーその他設備を設けて客に飲食させる営業で、従業員が専ら異性の客に接するもの（例:カフェ）

無店舗型特定異性接客営業（第2条第5号）

イ　専ら異性の客に接触し、又は接触させる役務を提供する営業で、客の依頼を受けて派遣するもの（例:リフレ）
ロ　専ら客に異性の人の姿態を見せる役務を提供する営業で、客の依頼を受けて派遣するもの(例:見学･撮影･作業所)
ハ　専ら異性の客に同伴する役務を提供する営業（例：散歩）
ニ　専ら異性の客の接待をする役務を提供する営業で、客の依頼を受けて派遣するもの（例:コミュ）

	
	
	
	特定衣類着用飲食店営業（第2条第8号）
喫茶店、バーその他設備を設けて客に飲食させる営業のうち、水着、下着その他の公安委員会で定める衣服を客に接する業務に従事する者が着用することによって、客の性的好奇心をそそるおそれのあるもの（例:ガールズバー等）
※ いずれも風適法に規定する風俗営業、性風俗特殊営業、特定遊興飲食店営業に該当するものを除く｡

	２
	営業の
届出
	－
	特定異性接客営業の届け出（第6条）

都内で営業を開始、変更、廃止する場合の公安委員会への届出義務

	３
	営業所等の設置禁止区域
	－
	特定異性接客営業に係る営業所等の設置禁止区域（第7条）
学校、図書館、病院等の施設の周囲200ﾒｰﾄﾙや住居集合地域における営業所又は受付所の設置を禁止

	４
	広告・宣伝の規制
	・有害役務営業者に対し、広告・宣伝ビラ等への青少年の立入（客とすること）の禁止の明示義務（第17条の5第4項）
・店舗入口への青少年の立入禁止の掲示義務（第17条の5第5項）
	・「何人も」に対し、営業所等設置禁止区域において特定異性接客営業に係る広告物の表示や広告文書等の配布を禁止(第9条第1項)
・特定異性接客営業者に対し、青少年の立入り禁止(客となってはならない)旨の明示義務（第9条第4項）

	５
	勧誘行為等の禁止


	　

何人も、青少年を「有害役務営業」の客に接する業務に従事するよう勧誘することを禁止（第17条の３）

	何人も、当該営業に関し、青少年に対し、客となるよう勧誘すること・勧誘させること、客に接する業務に従事するよう勧誘すること・勧誘させること、広告文書等を配布すること・配布させることを禁止（第10条）

	６
	営業を営む者等の禁止行為等
	○有害役務営業者等に対し、次に掲げる行為を禁止(第17条の5)
・青少年を客に接する業務に従事させること(第17条の5第1項第1号、第2項第1号)
・青少年を客として立ち入らせる（客とすること）（第１項第2
号、第2項第2号）
・青少年にビラ等を頒布すること（第１項第3号、第2項第3号）
○営業者への従業者名簿の備付け・保存義務（第17条の5第3項）
	○営業者に対し、次に掲げる行為を禁止(第8条)
・青少年を客に接する業務に従事させること
・青少年を営業所及び受付所に客として立ち入らせること
・青少年を客とすること（無店舗型）
○営業者への従業員名簿の備付け義務(第15条)


	７
	営業停止命令等
	・違反行為に対する営業停止命令(6月以内）(第17条の6第１項）
・営業停止命令の公表（第17条の6第2項）
	・違反行為や資料提出の拒否等があった場合の指示（第11条）
・違反行為等に対する営業停止命令(6月以内)(第12条)
・違反者に対する違反行為の中止命令(第17条)
・営業停止命令に係る施設の出入口に標章を貼付（第13条）

	８
	立入調査
	知事又は公安委員会は、「有害役務営業」を営む者等を報告徴取・立入調査の対象とする。（第27条第1項第7号）
	公安委員会は営業に関し報告や資料の提出を求めることができる。警察職員は営業所等に立ち入り、検査し質問することができる(第16条)

	９
	罰　則
	(第29条)

· 営業停止命令違反　1年以下の懲役又は50万円以下の罰金
· 青少年の客に接する業務への従事禁止違反、青少年の立入禁止（店舗型有害役務営業）6月以下の懲役又は50万円以下の罰金
・　勧誘行為禁止違反　 
・　青少年へのビラ等頒布禁止違反　　　　30万円以下の罰金
・　従業者名簿の備付け・保存義務違反　
・　立入調査の拒否や妨害等の違反　　　10万円以下の罰金
	（第20条）

・営業停止命令違反1年以下の懲役又は100万円以下の罰金
・営業禁止区域内営業違反、営業者の禁止行為違反、警察官の中止命令に対する違反6月以下の懲役又は50万円以下の罰金

・届出義務違反（無届による営業）、勧誘行為等の禁止違反

30万円以下の罰金

・届出義務違反又は虚偽の届出、標章の破壊・汚損等、従業員名簿に関する違反、報告及び立入拒否等の違反20万円以下の罰金

	10
	年齢知情
	青少年の立入禁止、客に接する業務への従事禁止等については、年齢を知らないことを理由に処罰を免れない。(第29条第8項)
	営業者の禁止行為、勧誘行為等の禁止に違反した者は、年齢を知らないことを理由に処罰を免れない。(第21条)

	11
	両罰規定
	違法行為者とともに監督する立場にある雇主に対しても同様の罰金刑を適用(第30条)
	法人の代表者等、使用人その他の従業者が違反行為をしたときは、この行為者のほか、その法人等に対し同条の罰金刑を科する。(第22条)


特別部会　資料２





ＪＫビジネスに関する他都県の条例比較表
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